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／仁匹訊叫エ疇I

吹田保健所へ、保健予防課長の笹井康典先

生をお尋ねして、若さと活力がいつばいの

ざっくばらんなお話を伺いました。

城島哲子 今までお会いしたなかで、一番若

い保健予防課長さんですが、学生時代から公

衆衛生の分野に進もうと思われてたのですか。

笹井康典 大学は自治医大で、休みの度に大

阪へ戻ってきた時、成人病センターの先生方

に研修担当として面倒をみてもらいました。だ

から公衆衛生に対する知識、考え方、興味は、

早くから持っていました。亡くなった関先生

が阪大を退官されてセンターに来られていた

のですが、素晴しい先生で、一杯飲みながら

いろんなお話をお聞きするうちに、興味が

募ってきて、やれるかな……という気になっ

てきました。

城島 成人病センターにおられた関先生とは

長い間お付き合いされたのですか。

笹井 昭和46年から53年までの大学在学中、

成人病センターに出入りしたのが49年か50年

頃ですね。その頃から関先生に、戦争中の防

疫部隊の話 これは特におもしろかった

ですね。またいろいろな保健婦活動の話を聞

いたり、大気汚染調査に赤穂へ出かけたり、

高知の保健婦が有名だというので高知まで

行ったり、そんな積重ねが多かったと思いま

す。
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城東大阪府に入られてからどんなコースを

進まれたのですか。

笹井 最初は臨床研修をきっちりやろうと思

い、府立病院を希望したんですが成人病セン

ターの調査部の仕事や、母子の仕事もやった

らという話があり、 2年間は臨床研修をやら

ずセンターに行ったり保健所へ手伝いに行っ

たり……。 3年目に羽曳野病院の小児科へ

行って勉強させてもらった。そこでおもしろ

くなり、もう少しやりたいなと思った頃に、

ここ吹田保健所に来ました。

城東 羽曳野病院へは市の保健所からも小児

の初感染結核や結核患者を紹介しています。

笹井 現在も週一回、小児科外来に行って診

察していますが、保健所とはちがう感覚で仕

事ができて有意義ですし、耳学問で知識も

入ってくるので、研修させてもらっていると

いうより、医師として、特に保健所の医師と

して義務だと思っています。

ただし、保健所の仕事は非常に忙しくてタ

方保健所へとんぼ帰りという日が多いです。

城東 ところでさきほど保健婦活動について

府下は勿論、高知まで行かれたということで

すが、公衆衛生看護活動についてもそういう

場で触れられたわけですね。

笹井 そうですネ。高知に行った時は、感激

しました。見せて貰ったのが良い所だけだっ

たのかも知れませんけど、生き生きとして 1

人で全責任を持っていて仕事をしておられ

た。プロだなと思いました。

城島 住民密着型の保健婦活動は、都市では

大変難しいと思いますが、高知のような駐在

制の保健婦活動を高く評価されたわけです

ね。

笹井 高知のやり方が大阪でそのままできる

とは思いませんが、 1人 l人が全責任を持つ

活動方式は、輿味深かったです。保健婦が増

えるかどうかというのは、住民の評価の結果

ですい評価されていないと数も増えません。

都市でも多くの地区住民に保健婦の存在を



知って貰えるような活動のやり方を検討すべ

きだと思いますね。

これはあくまで個人的な見解ですけれど、

現在の保健婦は、 10,...__,20名も保健所のオフィ

スにかたまって居るわけですね。集団として

のまとまりが良い方向に発揮できれば、それ

もいいでしょうが、 1人 1人がやれる範囲で

能力を発揮できるような条件づくりも大切で

す。例えば、地区の公民館に保健婦の相談室

を設けるとかして、保健婦をもっと住民に

とって身近かな存在にすれば、保健婦という

職種やその活動自体もよく理解されるように

なると思います。もちろん、みんなの同意が

得られたらの話ですが。

城島 現状は中央集権的すぎるのですね。

笹井 そうですね。あまりにも管理し、あるい

は、され過ぎていますね。もう少し枠を外し

てもいいのではないかと思います。ただ、保

健婦さんの方からそう言ってこないとできな

いでしょうけど。

城島 確かに、あまりにも長い間集まり過ぎ

ていると、そこから飛出していって 1人にな

ると言うのは恐いですね。

ところで、予防課長としてひとつの課や、

保健婦などの職能集団をまとめていく苦労が

いろいろあると思いますが、医師の立場で何

か感じられることはないですか。

笹井 公衆衛生をやる医者でも、僕のような

立場になった方がいい人と、スタッフとして

専門的なことを突込んでやった方が向いてい

る人と、 いろんなタイプがあると思います。 全

然不向きな所に持って行かれるとしんどい面

があります。僕はたまたま今のポストでやれ

ているけど、誰でもやれるというものではな

いですね。人間関係の調整も大切ですが、そ

れに費す時間をもう少し有効に使いたいとい

う気持ちがありますし、その点で僕より有能

な人もいるでしょう。

城島 向き不向きは、医者である以前の問題

ですね。
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笹井 ただ、医者はたくさんいればいる程、

保健サービスの向上にとってよいことは事実

です。どんな職種でもそうですが、保健所に

医者が所長 1人というのはよくないですね。

2人いれば、相談相手にもなるし、役割分担

もできるし・・・・..。

城島 私のいる保健所では、所長と病院兼務

の医師が 1人です。常時いるわけではないの

で、相談するにも困ります。

笹井 保健婦の相談相手として医師の存在は

重要ですね。それから、保健婦活動について

批判するのは、今の保健所のなかでも医者

ぐらいじゃないんですか。他の職種に比べて

仕事の内容面で近いところがあるから、良い

点悪い点がよくわかり、言いやすし)と思いま

す。

城島 保健婦の立場から言えば、公衆衛生の

場に医者が少いからどこを拠り所に仕事をし

ていいのか、専門職としての疑問などあって

も誰に聞いていいのかわからない。市の病院

も多くはないし、バックになるものが少いよ

うに思います。

笹井 保健所に医師が少いのは、保健所の医

師、公衆衛生医全体の責任だし、保健所自体

の体質の問題だと思うんです。個人的には必

要のないことはどんどん止めていきたいけれ

ど、やらざるを得ない部分があるでしょう。

もっと優先的にやるべきことを地道にやって

いき、評価し、分析し、次の方策を考えてい

く。そういう原則に沿って一歩一歩つめてい

けるような仕事ができたら医者だって集まる

と思いますね。

今は、ひとつ終ったらまたひとつというよ

うに、いつも仕事が並行して、しかもそれが

何とはなしにやっているような仕事ばかりだ

し………。ここ10年で保健サービス上の問題

が急激に変化したのに、行政側の対応が遅れ

てしまい、政策マンとしての医師や保健婦な

どの教育に欠けていたように思います。事務

部門の人にも頑張って欲しかったですね。



城島 ある意味で保健所は、企画研究機関と

いう面をもっと持つべきだということです

ね。

笹井 僕はそういう分野を大きくすべきだと

思います。そうでないと、良いスタッフは集

まらないでしょう。

城島 ところで、私たち保健婦は学生時代に

繰返し職業意識を植付けられるような教育を

されてきましたが、就職してしばらくの間は、

自分のイメージどおりに保健婦の仕事を一生

懸命こなしていくのが精一杯でした。でも、

何年か経ってくると、保健婦という職業意識

だけでいいのだろうか、行政機関の一員とし

ての自覚のようなものも必要ではないのかな

と考えたりするのですが。

笹井確かに公務員としての自覚は必要で

しょうね。市民に対してサービスを提供して

いるのだという意識は最も大切ですから。

ただ、保健という仕事は、行政として十分

に管理されてやっていては良い結果の出ない

ことが多いのも事実です。ある程度は役所の

枠をはみ出した方がいいんじゃないかな。

僕もやりたくないような雑用やルーティ

ン業務がたくさんあるけれど、同時に自分の

やりたい仕事もかなりやれていると思いま

す。自分がやりたいと思うことが、これまで

保健所でやれてこなかったことだし、自分の

空いた時間を使ってでもそれをやっている

と、周りの人も保健所を再評価してくれるよ

うになってくる。そういう意味では、やり甲

斐があるしおもしろいですよ。自分でやりた

いようにやったらいいんじゃないかな。

城島 あまり枠にとらわれない方がいいので

しょうか。

笹井 ひとりひとりが自分の考えを持ってこ

うすればどうかという方針を持つべきだし、

それがバラバラでなく、全体としてチーム

ワークが組めていればいいと思う。管理とい

うのは、チームワークをつくるためにあると

考えてもよいでしょう。
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城島 大阪府と大阪市の保健所では仕事の内

容が随分違っていますが、現在ウエイトを置

いてやっていられるのは何ですか。

笹井 ここ（吹田保健所）では母子保健もそ

のひとつです。ただ、母子保健が質的に向上

している反面、他の分野がなかなか伸びてゆ

かなくて残念です。

それにしても、府・市・住民という三角関

係はいいと思います。例えば、医師会との交

渉にしても、当事者同士一対一の話になると

うまくいかない場合も多いですからね。府の

保健所は、直接仕事をすることは少くても、

かなり第三者的に、客観的な情況判断をして

方針決定するような重要な役割を果すべきだ

と思うんです。その点、大阪市の保健所は、

両方しなくてはいけないから大変ですね。

城島 保健所の仕事のあるべき方向といった

ものは・・・・・・。

笹井 もっときめ細い、積重ねのある仕事を

したいですね。例えば、保健婦は、自分の担

当地区がどうなっているか、本来的にそこの

地域住民からいろいろ話を聞いて質的な評価

をすべきですが、それ以前の段階で各種の情

報が過去からきっちりと積重ねられているの

が普通だと思うのに、全くないんですね。毎

年毎年の経緯が、わかりやすい形でいつでも

引張り出せて、パッと見ればわかるというよ

うな一連のつながりがないと、こんな仕事は

深まらないでしょうし、科学的な公衆衛生と

言えないですね。それから研修機能をもっと

充実すべきだと考えています。保健所のス

タッフはもっと勉強しなければ………。

城島 本来、自発的に出てくるべきものなん

でしょうか。

笹井 みんな仕事を積重ねていこうという気

はあるけど、形になってないんでしょうね。

形にして周りの人にわかってもらわないと評

価のしようがないと思います。何か調べたら

必ず形にして残すような習慣が、伝統ある大

阪ではできていると思っていたのですが。み



んなが一旦やりだすと続くと思いますよ。

城島 吹田保健所ではモデル事業をやってお

られると伺ってし)ますが………。

笹井 国民健康づくりモデル事業という全国

5ケ所の地域でやっているものの一部です。

先程の話の中にも出ていますが、今後、市町

村自体が市民の健康について積極的に取組む

必要があります。

城島 そうすると、大阪府の保健所はどのよ

うな役割を果すかが課題になりますね。

笹井 今後の府保健所のあり方を考えるのは

大きな仕事です。市町村の力を引出すこと、

それを容易にする条件づくりは何か、という

ことが、今後の府保健所の仕事を考える上で

重要だと思います。

城島それは具体的にどのような形で

゜
笹井 そうですね。一番目に、府保健所と市

町村の役割分担を考えていくこと、協議でき

る体制づくりなどですね。二番目に、適確な

情報分析能力を保健所が持つこと。これは企

画・調査研究能力のレベルアップであり、質

の高いスタッフの養成にもつながる。三番目

に、保健所内部での仕事の分担や組織につい

て検討すること。それから、将来の担い手で

ある若い人を研修する能力を高めること。こ

れは、市町村のスタッフの研修も含めて考え

るべきだと思います。

城島 第一線の保健サービスの提供は、どの

ように変ると思われますか。

笹井 現在より実質的に減るようなことはな

いでしょうね。質的向上を図るため仕事量は

増えると思います。府と市町村の保健婦活動

をどのように統合できるか、これが解決でき

れば、第一線の保健サービスの提供能力は

もっと増えると考えています。モデル事業の

方では、今年度中に、今後の保健所のあり方

を含めた保健計画案をまとめる予定になって

いますので、多くの人から御意見をいただき

たいと思っています。
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城島 最後に、先生の抱負をお聞かせ下さい。

笹井 後輩が喜んで来るような保健所にした

いですね。何年かかるかナァ。公衆衛生は、

きっちりやればとても大事だとみんな思って

いるんですね。残念なことですが、病院だと

医療の限界を感じます。治る、治らないがはっ

きりしてくるので。公衆衛生は、非常に認め

られにくい、評価されにくい地味な仕事です

けど、段々と陽が当って評価されてきている

でしょう。老健法にしても………。

若い医師にとって魅力ある保健所の仕事を

考えたいですね。

ちょっと一言

以前、私の職場（住吉保健所）で行

われた乳児検診に遅刻されてこられた先

生がおられて、それが課長さんだった

ことがわかりました。

そんなことから話もはずみ、約 3時

間にも及ぶインタビューになりました。

お話の中で、「僕はやりたいことが

やれているので、仕事がおもしろいで

すよ。」とおっしゃった言葉にちょっ

びり羨ましくもあり、先生ご自身のこ

とというより私のための指導指針をい

ただいた気がします。

先生の情熱と手腕で夢のある保健所

づくりを実現して下さいネ。

大阪市城東保健所

保健婦・城島哲子




